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高
額
な
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
の
請
求

が
！

 

中
学
生
の
息
子
に
携
帯
電
話

を
使
用
さ
せ
て
い
た
ら
、
携
帯
電

話
会
社
か
ら
５
万
円
も
の
パ
ケ
ッ

ト
通
信
料
の
請
求
が
き
た
。
息
子

は
そ
ん
な
に
長
時
間
利
用
し
て
い

な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
。

 

パ
ケ
ッ
ト
料
金
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
画
像
閲
覧
、
音
楽
・

ゲ
ー
ム
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な
ど
を

し
た
場
合
に
か
か
る
料
金
で
、
接

続
時
間
の
長
さ
で
は
な
く
、
送
受

��

信
し
た
デ
ー
タ
量
に
応
じ
て
料
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。
画
質
の
解
像

度
、
音
楽
の
和
音
数
に
よ
っ
て
も

料
金
は
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
会
社
か
ら
届

く
利
用
明
細
に
は
接
続
先
が
書
か

れ
て
い
な
い
た
め
に
利
用
者
側
か

ら
は
確
認
し
に
く
い
と
い
う
事
情

も
あ
り
ま
す
。

　

高
額
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、

こ
う
し
た
利
用
料
金
の
仕
組
み
を

理
解
し
た
上
で
、
ま
め
に
料
金
照

会
案
内
サ
ー
ビ
ス
で
チ
ェ
ッ
ク
し

た
り
、
利
用
限
度
額
設
定
プ
ラ
ン

な
ど
を
検
討
さ
れ
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

（
市
民
相
談
担
当
）

 
■
南
多
摩
斎
場
が
施
設
保
守
点
検
の

た
め
臨
時
休
場

 
﹇
点
検
期
間
中
の
業
務
日
程
﹈
左
表

の
と
お
り
※
受
付
・
霊
安
室
業
務
は

平
常
ど
お
り
実
施
（
受
付
は
午
前
８

時　

分
〜
午
後　

時
）。　

月　

日

３０

１０

１１

１６

�
・　

日
�
は
、
施
設
使
用
料
の
払

１７

い
込
み
も
不
可 
﹇
問
合
せ
先
﹈
南
多

摩
斎
場
（
�　

・　

・
７
６
４
１
）、
市

０４２
７９７

環
境
保
全
課

 
■　

月
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

１１
▼ 
地
域
座
談
会
（
学
び
・
気
づ
き
の

場
）
〜
直
接
会
場
へ

﹇
日
時
﹈　

日
�
午
前　

時
〜
正
午

２７

１０

式 場 利 用
火葬業務１１　月

通　夜告別式

×○○１５日�

×××１６日�

○××１７日�

○○○１８日�

○…平常どおり　　×…休業

﹇
会
場
﹈
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
﹇
内

容
﹈
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
〜
子
ど

も
の
虐
待
に
つ
い
て
﹇
講
師
﹈
平
清

太
郎
（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）

▼
子
ど
も
自
然
体
験
活
動
（
笑
顔
で

キ
ャ
ン
プ
！
）
〜
檜
原
フ
ァ
イ
ト
村

﹇
日
程
﹈　

日
�
※
日
帰
り
﹇
内
容
﹈

２１

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う

！
﹇
対
象
﹈
小
・
中
学
生
﹇
定
員
﹈

先
着　

人
﹇
費
用
﹈
２
千
円
（
交
通

１０

費
ほ

か

）﹇
申
込
み
﹈　

日
�
（
必
着
）

１２

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏

面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒　

�
０
０
２
２
新

１９１

井　

の　

平
清
太
郎
へ

８６３

６４

▼
君
と
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
（
電
話
・
面
接
・
匿
名
相
談
可
）

﹇
内
容
﹈
い
じ
め
・
体
罰
・
不
登
校

・
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談
﹇
電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
﹈
昼
間　

・　

・

０４２

３７１

２
４
６
６
、
夜
間　

・
２
３
１
５
※

５９１

Ｆ
Ａ
Ｘ
は　

時
間
受
付

２４

　

以
上
、
い
ず
れ
も
﹇
問
合
せ
先
﹈

市
長
公
室
市
民
相
談
担
当

■
屋
外
焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

東
京
都
で
は
「
都
民
の
健
康
と
安

全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条

■
都
市
計
画
案
（
新
井
わ
か
た
け
公

園
及
び
生
産
緑
地
地
区
）
の
縦
覧

　

都
市
計
画
法
第　

条
第
１
項
の
規

１７

定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
案
を
縦
覧

に
供
し
ま
す
。

﹇
縦
覧
期
間
﹈　

月
５
日
�
〜　

日

１１

１９

�
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

（
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
）﹇
位
置
及

び
区
域
﹈
公
園
…
大
字
石
田
地
内
、

生
産
緑
地
…
日
野
市
全
域
﹇
内
容
﹈

日
野
都
市
計
画
公
園
の
決
定
及
び
日

野
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変
更

（
追
加
・
削
除
）﹇
縦
覧
場
所
・
問
合

せ
先
﹈
市
役
所
３
階
都
市
計
画
課

例
」
に
よ
り
平
成　

年
度
か
ら
小
規

１３

模
の
廃
棄
物
焼
却
炉
や
屋
外
で
の
焼

却
行
為
が
原
則
禁
止
と
な
り
ま
し

た
。
屋
外
の
小
規
模
焼
却
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
や
ば
い
じ
ん
等
の
発
生
を

抑
制
す
る
の
が
難
し
い
た
め
、
生
活

環
境
等
へ
の
支
障
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
部
例
外
事
項
を
除
き
禁
止
さ
れ
ま

し
た
。

　

ご
み
は
自
宅
で
燃
や
さ
ず
分
別
し

て
、
市
の
収
集
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。

﹇
問
合
せ
先
﹈
環
境
保
全
課

■
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

　

平
成　

年
分
給
与
所
得
者
の
年
末

１６

調
整
・
法
定
調
書
・
給
与
支
払
報
告

書
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
税
務
署
か
ら
郵
送
さ
れ
る
説
明

会
案
内
に
同
封
の
「
年
末
調
整
説
明

会
出
席
票
兼
用
紙
請
求
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
説
明
書
と
と

も
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
例
年
同
封
し
て
い
ま
し
た

給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
・
個
人

別
明
細
書
）
に
つ
い
て
は
、
今
年
か

ら
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

﹇
日
時
﹈　

月　

日
�
午
後
１
時　

１１

１９

３０

分
〜
４
時
﹇
会
場
﹈
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
電
車
・
バ
ス
等
の
利
用
を
﹇
問

合
せ
先
﹈
日
野
税
務
署
源
泉
所
得
税

担
当
（
�　

・
５
６
６
１
）、
市
市
民

５８５

税
課

 
■
豊
田
南
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事

業
計
画
（
第
５
回
変
更
）
の
縦
覧

　

日
野
都
市
計
画
事
業
豊
田
南
土
地

区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

﹇
縦
覧
期
間
﹈
換
地
処
分
の
公
告
の

日
ま
で
﹇
主
な
変
更
内
容
﹈
�
設
計

の
概
要
�
資
金
計
画
﹇
変
更
日
﹈
平

成　

年　

月
１
日
﹇
縦
覧
場
所
・
問

１６

１０

合
せ
先
﹈
市
役
所
３
階
区
画
整
理
課

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

近
年
、
重
要
な
緑
と
水
の
資
源
で

あ
る
斜
面
緑
地
に
お
い
て
、
周
辺
の

住
環
境
に
比
べ
、
大
き
な
ボ
リ
ュ
ー

ム
と
な
る
「
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
」

が
問
題
と
な
る
紛
争
が
各
地
で
問
題

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
６
年
の
建
築
基
準

法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
の
地
階
部

分
の
容
積
率
が
全
国
一
律
に
緩
和
さ

れ
、
平
地
で
は
地
上
３
階
程
度
ま
で

し
か
建
築
で
き
な
い
低
層
住
宅
地
で

も
、
斜
面
地
を
利
用
す
れ
ば
、
実
質
、

中
高
層
の
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま

す
。

　

日
野
市
で
は
、
現
在
、（
仮
称
）
ま

ち
づ
く
り
条
例
を
市
民
参
画
に
よ
り

作
成
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
斜
面
地

に
お
け
る
地
下
室
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題

に
対
応
す
る
た
め
、（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
条
例
の
制
定
に
先
立
ち
、
近
隣

と
の
調
和
を
図
り
、
自
然
環
境
と
良

好
な
住
環
境
を
守
る
た
め
、
建
築
基

準
法
の
規
定
に
基
づ
く
「
斜
面
地
に

お
け
る
建
築
物
の
構
造
の
制
限
に
関

す
る
条
例
」
が　

月　

日
の
平
成　

１０

２７

１６

年
第
１
回
日
野
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
斜
面
地
を
利
用
し
た
地
下
室
マ
ン

シ
ョ
ン
の
問
題
点

�
斜
面
地
が
多
い
日
野
市
の
地
形
上

の
特
性
と
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ

く
り
の
必
要
性

　

日
野
市
は
、
緑
豊
か
な
多
摩
丘

陵
、
日
野
台
地
そ
し
て
低
地
へ
と
連

続
す
る
変
化
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
摩
川
、
浅
川

お
よ
び
斜
面
地
か
ら
の
湧
水
が
融
合

し
て
特
有
の
景
観
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
市

民
の
貴
重
な
環
境
資
源
で
あ
り
、
市

民
の
熱
意
と
事
業
者
の
協
力
に
よ
り

保
全
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
環
境
資
源
を
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
た
め
、「
自
然
と

共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」を
展
開
し
、

斜
面
地
の
も
つ
か
け
が
え
の
な
い
自

然
環
境
と
良
好
な
住
環
境
を
保
全
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

�
斜
面
地
利
用
を
誘
引
す
る
建
築
基

準
法
の
一
律
適
用
〜
平
均
地
盤
か
ら

の
高
さ
の
算
定
・
地
下
室
容
積
の
規

制
緩
和

　

斜
面
地
に
お
い
て
は
、
建
築
物
の

高
さ
は
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ

き
設
定
さ
れ
る
地
盤
面（「
平
均
地
盤

面
」
と
い
う
）
か
ら
算
定
さ
れ
る
こ

と
や
、
平
成
６
年
（
住
宅
地
下
室
の

容
積
緩
和
）
及
び
平
成
９
年
（
共
同

住
宅
の
共
用
廊
下
等
の
容
積
不
算

入
）の
建
築
基
準
法
の
改
正
に
よ
り
、

規
制
緩
和
が
行
わ
れ
た
結
果
、
実
質

的
に
は
地
上
階
と
見
え
る
階
で
も
法

律
上
地
下
室
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
生
じ
る
問
題
で
す
。

　

例
え
ば
、
絶
対
高
さ
の
制
限
が　
１０

�
に
制
限
さ
れ
、
良
好
な
低
層
の
住

環
境
を
保
全
す
べ
き
第
一
種
低
層
住

居
専
用
地
域
に
お
い
て
、
実
質
上
８

階
建
て
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
、

「
地
上
３
階
、
地
下
５
階
」
な
ど
と

し
て
合
法
的
に
建
築
で
き
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
斜
面
地
の
構
造
物
の
制
限
に
関
す

る
条
例
の
内
容

 　

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
内
の

周
囲
の
地
面
と
接
す
る
位
置
の
高
低

差
が
３
�
を
超
え
る
建
築
物
は
、
地

上
・
地
下
を
含
め
て
５
階
を
超
え
る

建
築
物
が
建
築
で
き
な
い
よ
う
に
規

制
を
し
ま
す
。

　

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
の

斜
面
地
で
は
、
地
上
・
地
下
を
含

め
て
、
建
築
物
の
階
数
は
５
階
ま

で
に
制
限
し
ま
す
。

　
「
地
上
・
地
下
を
含
め
て
５
階
ま

で
」と
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
下

室
の
容
積
率
の
緩
和
等
の
制
度
を
活

用
し
地
上
３
階
・
地
下
５
階
な
ど
の

開
発
事
業
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

 　

現
在
、
お
住
ま
い
の
方
々
が
、
今

後
も
日
野
市
に
住
み
、
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
周
辺
の
環

境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
地
上
・

地
下
を
含
め
て
５
階
以
上
の
建
て
替

え
が
で
き
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

周
辺
の
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
が
な
い
と
認
め
る
手
続
き
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
作
成
中
の
（
仮
称
）

ま
ち
づ
く
り
条
例
に
お
い
て
定
め
て

い
き
ま
す
。

●
条
例
の
詳
細
が
知
り
た
い
方
は

　

ま
ち
づ
く
り
部
都
市
計
画
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.city.hin

o.tokyo.jp/tosik
ei/

）
に
、
条
文
及
び

逐
条
解
説
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧

く
だ
さ
い
。

﹇
ア
ク
セ
ス
の
方

法
﹈
日
野
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
、
フ
ロ

ア
ガ
イ
ド
と
各
課
案

内
を
ク
リ
ッ
ク
↓
各

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ク
リ
ッ
ク
↓
都
市
計

画
課
の
手
順
で

　
　
（
都
市
計
画
課
）

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
て
替
え
な

ど
、
現
状
で
地
上
・
地
下
を
含
め

て
階
数
が
５
階
を
超
え
て
い
る
場

合
に
は
、
許
可
に
よ
り
、
建
て
替

え
は
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

斜面地における建築物斜面地における建築物
の構造の制限に関するの構造の制限に関する
条例が制定されました条例が制定されました

施行は平成17年１月１日


